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倶
舎
論
音
義
の
引
用
書
に
つ
い
て︵

）
西　
崎　
　
　
亨
︵
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
）
0
本
稿
は
仏
典
辞
書
の

つ
で
あ
る
倶
舎
論
の
音
義
の
引
用
書
に
つ
い
て
の
小
考
で
あ
る
。
現
存
す
る﹃
倶
舎
論
音
義
﹄に
は
、
京
都
大
学
国
文
研
究
室
所
蔵
の
転
写
本

冊
、
金
沢
文
庫
所
蔵
本

帖
、
高
野
山
大
学
蔵
本︵
金
剛

昧
院
寄
託
）
帖
等
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

切
下
音
サ
イ
訓
オ
ホ
シ
又
音
セ
ツ
訓
ネ
ム
コ
ロ
キ
ル
セ
ム
七
計
反
衆
也
又
千
結
反
割
也
刻
也
近
也
迫
也
義
也
説
文
判
也
︵﹁
ツ
﹂字
の
右
傍
に﹁
チ
﹂字
を
併
記
） ︵

丁
オ
）
右
に
示
し
た
の
は
、
京
大
転
写
本
の
最
初
の
部
分
で
あ
る
が
、
本
音
義
に
は
仮
名
音
注
・
和
訓
の
外
に
、
漢
文
に
よ
る
音
注
・
釋
義
が
示
め
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
漢
文
に
よ
る
音
注
・
釋
義
の
場
合
、
そ
れ
以
前
の
典
籍
を
引
用
す
る
の
が

般
的
で
あ
る
。
本
音
義
の
京
大
転
写
本
の
場
合
、
冒
頭
部
の
題
名
の
下
に﹁
多
依
宋
韻　
玄
應
音
義
所
載
合
點
﹂と
あ
る
こ
と
で
、
註
文
に
際
し
て
、﹃
廣
韻
﹄・
玄
應
撰﹃

切
経
音
義
﹄を
基
本
的
な
資
料
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
音
義
の
玄
應
撰﹃

切
経
音
義
﹄・﹃
廣
韻
﹄に
つ
い
て
は
、﹃
武
庫
川
国
文
﹄︵
第
七
〇
号
）に﹁
倶
舎
論
音
義
の
引
用
書
に
つ
い
て︵

）﹂と
し
て
、
拙
文
を
公
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、本
書
の
引
用
典
籍
の
う
ち
、﹃
通
俗
文
﹄﹃
釋
名
﹄﹃
蒼
頡
篇
﹄﹃
方
言
﹄等
は﹃

切
経
音
義
﹄か
ら
の
引
用
で
あ
り
、﹃
説
文
﹄﹃
春
秋
説
題
﹄﹃
蒼
﹄﹃
爾
雅
﹄﹃
博
物
志
﹄﹃
周
礼
﹄﹃
釋
名
﹄﹃
白
虎
通
﹄﹃
声
類
﹄﹃
晉
書
﹄﹃
周
書
﹄﹃
漢
書
﹄﹃
小
爾
雅
﹄等
に
つ
い
て
は
、﹃
廣
韻
﹄か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
直
接
原
典
か
ら
引
用
し
た
出
典
名
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
本
稿
は
、
拙
稿︵

）に
続
く
も
の
で
、︵

）以
外
に
見
ら
れ
る
引
用
書
に
つ
い
て
の
小
考
で
あ
る
。
1
1、
小
切
韻
京
大
転
写
本
に
は
、﹁
小
切
韻
云
﹂﹁
小
切
ー
云
﹂﹁
小
切
云
﹂の
形
で
、﹃
小
切
韻
﹄
か
ら
の
引
用
が
八
十
八
条
見
ら
れ
る
。
因
み
に
金
沢
文
庫
本
に
は

条
、
高
野
山
大
本
に
は

条
見
え
る
。﹃
小
切
韻
﹄に
つ
い
て
は
、
現
存
し
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
音
義
に
見
ら
れ
る﹃
小
切
韻
﹄の
引
用
は
、
そ
の
逸
文
と
し
て
貴
重
で
あ
る
点
に
鑑
み
、
以
下
に
そ
の
全
例
を
抄
出
す
る
。
01
　
溺　
小
切
韻
云
没
水
也︵

ウ
） 
02
　
謝　
小
切
云
以
言
相
敬
又
去
也︵

オ
）
03
　
粮　
小
切
ー
云
儲
食
也︵

オ
）
04
　
諍　
小
切
ー
云
諍
言
競
也
争
力
競︵

オ
）
05
　
滑　
小
切
ー
云
不
澁
也︵

ウ
）︹
高
本
・
小
切
ー
不
渋
也
︺ 
06
　
著　
小
切
ー
云
顕
也
又
集
纂︵

オ
）
07
　
著　
小
切
ー
云
安
也
施
被
也︵
略
）明
也
處
也
立
也
補
也
成
也
定
也
小
切
ー
云
顕
也︵

ウ
）
08
　
討　
小
切
ー
云
訪
也︵

ウ
）
09
　
聡　
小
切
ー
云
耳
遠
察
也︵

オ
）
10
　
詳　
小
切
ー
云
悉
也
又
音
早
詐
也︵

ウ
）
11
　
域　
小
切
ー
栄
逼
反︵

ウ
）
12
　
捜　
小
切
ー
云
速
候
反︵

ウ
）
13
　
藉　
小
切
ー
云
又
草
木
編
又
云
以
蘭
茅
藉
地
藉
之︵
七
ウ
）
14
　
諮　
小
切
ー
云
訪
也︵
八
オ
）
15
　
黏　
小
切
ー
云
糊
物
相
着
也
糊
俗
黏
正
戸
昊
反
黏
也︵
八
オ
）
16
　
機　
小
切
ー
 云
機
居
希
反

日
万
機
々
微
言
戒
懼
万
事
之
微
機
所
織
絹
布
器
已
上︵
八
ウ
）
17
　
剃　
小
切
ー
云
髪
也︵
八
ウ
）
18
　
活　
小
切
ー
云
養
 也︵
九
ウ
）
19
　
考　
小
切
ー
云
也︵
九
ウ
）
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20
　
幢　
小
切
ー
云
載
毛
竿
首︵
九
ウ
）
21
　
果　
小
切
ー
云
事
遂
也
又
木
實
也︵
十
オ
）
22
　
希　
小
切
ー
云
牢︹
罕
ヵ
︺也
又
慕
也︵
十
オ
）
23
　
煎　
小
切
ー
云
火
乾︵
十

オ
）
24
　
恕　
小
切
ー
云
柳
花
也
又
伷據
尼
恕

反︵
十

ウ
）
25
　
媚　
小
切
ー
云
美
秘
反
可
悦
嫵文
甫
反︵
十

オ
）
26
　
封　
小
切
ー
云
聚
土
為
壇
又
建
諸
候
以
分
境
堺
又
之
封
記
也︵
十

ウ
）
27
　
咲　
小
切
ー
云
喜
聲
笑︵
十

ウ
）
28
　
蔭　
小
切
ー
云
庇
也︵
十

オ
）
29
　
麨　
小
切
ー
云
屑
小
麦︵
十

オ
）
30
　
斧　
小
切
ー
云
斫
代︹
伐
ヵ
︺器
神
農
造
之
云︵
十

オ
）
31
　
斫　
小
切
ー
云
斫
以
刀
加
物︵
十

オ
）
32
　
胞　
小
切
ー
云
胎
衣
也︵
十

オ
）
33
　
便　
小
切
韻
方
連
反
便
宜
避
面
反
利
也︵
十

オ
）
34
　
利　
小
切
ー
云
鋭
也
和
也︵
十

ウ
）
35
　
援　
小
切
ー
云
執
也
又
防
遶
也
玉
眷
反︵
十

ウ
）
36
　
　
小
切
ー
云
手
搏︵
十

オ
）
37
　
摶　
小
切
ー
云
以
手
握
物
令
相
着
也︵
十
九
オ
）
38
　
皮　
小
切
ー
云
有
毛
曰
皮︵
十
九
オ
）
39
　
穀　
小
切
ー
云
穀
古
鹿
反

ー
惣
名
玉
篇
宋
韻
无
穀
字︵


オ
）
40
　
懸　
小
切
ー
云
懸
遠
也︵


ウ
）
41
　
粉　
小
切
ー
云
他
米
如
麺︵


オ
）
42
　
膠　
小
切
ー
云
黏
物︵


ウ
）
43
　
脣　
小
切
ー
云
口
端
也︵


ウ
）
44
　
吐　
小
切
ー
云
食
入
口
還
嘔
出
又
棄
也︵


ウ
）
45
　
數　
小
切
ー
云
所
矩
反
上
所
以
知
多
少
也
色
句
反
責
也
所
角
反
屡
也︵


ウ
）
46
　
己　
小
切
ー
云
居
似
反
身
也︵


オ
）
47
　
已　
小
切
ー
云
羊
止
反
發
端
詞
又
太
也
了
也
止
也
棄
也
又
詳
里
反
上
辰
巳
 
 
︵


ウ
）
48
　
苗　
小
切
韻
云
草
新
生
也︵


ウ
）
49
　
卒　
小
切
ー
 云
卒
子
聿
反
終
也
所
律
反
也
卒
側
没
反
隷
人
卒
也
鹿
没
反
暴
急
已
上︵

七
ウ
）
50
　
凌　
小
切
ー
云
犯
也︵

八
ウ
）
51
　
鋒　
小
切
ー
云
刃
端
也︵

九
オ
）
52
　
悍　
小
切
ー
云
猛
也︵

十
オ
）
53
　
諂　
小
切
韻
云
乖
其
意
而
言︵

十
ウ
）
54
　
伯　
小
切
ー
云
叔
伯
又
方
伯
父
之
兄
也︵


ウ
）
55
　
叔　
小
切
ー
云
父
之
弟︵


ウ
）
56
　
鑠　
小
切
ー
 云
銷
金
也
可
作
消
欤
音
訓
キ
ユ︵
上
平
）ト
フ︵
平
上
）滅
也
盡
也
恩
也︵


オ
）
57
　
関　
小
切
ー
 云
閇
也
又
閇
塞
之
間
渉
又
関
々
和
聲
作
皮
変
門
櫨
又
音
飯
︵


ウ
）
58
　
憤　
小
切
ー
云
怨
怒
也︵


オ
）
59
　
省　
小
切
ー
云
天
子
曹
司
又
視
也
少
減
也︵


オ
）
60
　
脱　
小
切
ー
云
肉
去
骨
又
不
定︵


ウ
）
61
　
坑　
小
切
ー
云
深
坎
也︵


オ
）
62
　
潟　
小
切
ー
云
水
注︵

八
オ
）
63
　
瞿　
小
切
ー
云
儉
也︵

八
ウ
）
64
　
銜　
小
切
ー
云
口
持
物
又
馬
口
中
鐵︵

九
ウ
）
65
　
妹　
小
切
ー
云
女
弟
也︵

十
オ
）
66
　
膚　
小
切
ー
云
皮
又
美
也︵

十
ウ
）
67
　
沃　
小
切
ー
云
肥
美
地
也
又
清
也︵


オ
）
68
　
炷　
小
切
ー
云
燈
火
之
燼︵


オ
）
69
　
榮　
小
切
ー
云
草
木
花
開
又
令
華
寵
又
屋
翼︵


ウ
）
70
　
冀　
小
切
ー
云
希
望
也︵


オ
）
71
　
鵝　
小
切
ー
云
似
鷹
而
大︵


オ
）︹
高
本
・
小
切
云
似
鷹
而
大
︺
72
　
憑　
小
切
ー
云
持
也
依
也︵


ウ
）
73
　
磨　
小
切
ー
云
研
破
穀
麦
石
砧
也︵

七
ウ
）
74
　
擣　
小
切
ー
云
舂
也︵

七
ウ
）
75
　
斬　
小
切
ー
云
減
裁
也︵

八
オ
）
76
　
残　
小
切
ー
云
傷
也︵

八
オ
）
77
　
濯　
小
切
ー
云
洗
也︵

八
ウ
）
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78
　
驍　
小
切
ー
云
勇
也︵

九
ウ
）
79
　
罰　
小
切
ー
云
懲
罪
也︵

十
オ
）
80
　
葬　
小
切
ー
云
蔵
死
人
也︵


ウ
）
81
　
蹲　
小
切
ー
云
居
膝
坐
不
着
地︵


オ
）
82
　
陥　
小
切
ー
云
墜
入
也︵

十
ウ
）
83
　
屍　
小
切
ー
云
死
人
形
躰
也︵


ウ
）
84
　
煮　
小
切
ー
云
煮
水
熟
物︵


オ
）
85
　
窟　
小
切
ー
云
土
穴
反︵


オ
）
86
　
閟
　
小
切
ー
云
幽
也︵


ウ
）
87
　
嬰　
小
切
ー
云
繞
也︵


オ
）
88
　
温　
小
切
ー
云
少
熱
又
尋
也︵


オ
）
89
　
擯　
小
切
ー
云
退
出
也︵


オ
） 
︵
以
上
京
大
転
写
本
）
90
　
煨
　
小
切
ー
勢
灰
雑［　
　
］︵
金
・
七
ウ
）
91
　
啄　
小
切
ー
云
鳥
口
食︵
金
・
九
ウ
）
92
　
醞　
小
切
ー
云
作
酒
蒲
陶［　
　
］︵
金
・

十
オ
）
93
　
遇　
小
切
ー
云
逢
也︵
金
・


オ
）
94
　
　
小
切
ー
云
蛟
類
也
皮
可
為
皷︵
金
・


オ
） 
︵
以
上
金
沢
文
庫
本
）
95
　
　
小
切
ー
云
競
也︵
高
・


ウ
）
96
　
蟣
　
小
切
云
之
卵︵
高
・


オ
） 
︵
以
上
高
野
山
大
本
）
因
み
に
、
被
注
字
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
◇
巻
第
　
平
声
上
東
部　
　
聡
 
鐘
部　
　
封
・
鋒
 
紅
部　
　
幢
支
部　
　
皮
	
脂
部　
　
諮
・
屍
 
微
部　
八　
機
・
希
虞
部　
十　
膚
 
灰
部
十
　
煨 
真
部
十
七　
脣
元
部

　
援
魂
部

　
蹲
・
温
 
寒
部

　
摶
・
残
 
刪
部

　
關
◇
巻
第
　
平
声
下
先
部　
　
懸
・
琰
・
便
 
蕭
部　
　
驍
 
宵
部　
　
苗
肴
部　
　
胞
 
歌
部　
八　
磨
 
清
部
十
　
嬰
蒸
部
十
七　
憑
・
凌
 
侯
部

十　
捜
 
侵
部

　
黏
銜
部

八　
銜
◇
巻
第
　
上
声
止
部　
　
巳
・
己
・
已
 
語
部　
八　
煮
 
麌
部　
九　
斧
・
數
・
炷
莽
部　
十　
吐
 
吻
部
十
八　
粉
・
憤
・
醞
 
顥
部

　
擣
・
討
・
考
哿
部

　
果
 
馬
部

　
瀉
 
梗
部

八　
省
静
部

十　
省
 
琰
部

十　
諂
 
湛
部

　
斬
◇
巻
第
　
去
声
紙
部　
　
蟻
 
至
部　
　
閟・
利
・
冀
 
御
部　
九　
著
・
絮
遇
部　
十　
數
・
炷
・
瞿
･
遇
 
震
部

　
擯　　　
翰
部

八　
悍
霰
部

　
麵
 
線
部

　
便
・
援
 
笑
部

　
笑
 
效
部

　
膠
 
禡部

十　
籍
 
宕
部

　
葬
 
諍
部

　
諍
 
沁
部

　
蔭
 
陷
部

七　
陷
◇
巻
第
　
入
声
屋
部　
　
叔
・
穀
・
啄
 
沃
部　
　
沃
 
覚
部　
　
・
濯
・
數
・
月
部　
十　
罰
 
没
部
十
　
卒
・
窟
 
末
部
十
　
脱
・
活
黠
部
十
　
滑
 
薬
部
十
八　
著
・
斫
・
鑠
 
陌
部

十　
伯
昔
部

　
籍
 
部

　
溺
 
職
部

　
域
﹃
小
切
韻
﹄の
佚
文
は
、当
該﹃
倶
舎
論
音
義
﹄の
外
に
、上
田
正﹃
切
韻
逸
文
の
研
究
﹄
に
よ
る
と
、
成
簣
堂
文
庫
本﹃
蘇
悉
地
羯
羅
経
﹄古
点
甲
本︵
延
長

年
移
点
）
条
同
 
乙
本︵
永
長

年
移
点
）
条
﹃
悉
曇
要
訣
﹄︵
明
覚
撰
）

条
﹃
辨
顕
密

教
論
懸
鏡
抄
﹄︵
済
暹
撰
）
条　
﹃
観
経
疏
伝
通
記
﹄︵
良
通
撰
）
条
﹃
御
遺
告
釈
疑
鈔
﹄︵
頼
瑜
撰
）
条
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
音
義
の

本
併
せ
た
九

条
の
逸
文
は
貴
重
で
あ
る
。
因
み
に
、﹃
小
切
韻
﹄が﹃
東
宮
切
韻
﹄か
ら
切
韻
撰
者
名
を
省
き
注
文
を
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
上
田
正︵﹁
東
宮
切
韻
論
考
﹂︵﹃
国
語
学
﹄
24、﹃
切
韻
逸
文
の
研
究
﹄等
）の
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
2、
華
厳
経
音
義
唐
代
慧
菀
撰
の﹃
華
厳
経
音
義
﹄︵

巻
）か
ら
の
引
用
が
、﹁
慧
菀
云
﹂と
し
て
、
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
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
01
　

切
 
　
慧
菀
云
説
文
云

切
普
也
普
即
遍
具
之
義
故
切
字
宜
従
十
説
文
日
十
謂
数
之
具
也
有
従
七
者
俗
也
已
上︵

オ
）
　

切　
 説
文
云

切
普
也
即
遍
具
之
義
故
切
字
宜
従
十
説
文
曰
十
謂
数
之
具
也
有
従
七
者
俗
也︵
卷
第

・
4オ
）
02
　
陋　
慧
菀
云
陋
猥
也
謂
容
兒
猥
悪
也
︵

オ
）
　
醜
陋　
玉
篇
曰
陋
猥
也
謂
容
貌
猥
悪
也
︵
巻
第

・

ウ
）
03
　
伎　
慧
苑
云
妓
楽
妓
美
女
為
楽
謂
之
妓
楽
有
従
立
人
作
者
章
易
反
傷
害
也
非
文
意
々云
︵
十
オ
）
　
　
妓
楽
 
　
渠
倚
切
切
韻
稱
妓
女
楽
也
婢
蒼
曰
妓
美
女
也
因
以
美
女
為
楽
謂
之
妓
楽
也
経
本
有
従
才
邊
作
支
者
此
乃
技
藝
字
也
或
有
従
立
人
作
者
音
章
易
切
害
也
非
経
意
也
︵
卷
第

・
十

オ
）
04
　
揣　
慧
苑
云
揣
食
可
作
摶タ
ン也
搏
従
鸞
反
︵
十
九
オ
）
　
揣
食
 
　
揣
字
正
宜
作
摶
音
徒
鸞
切
字
専
聲
非
従
耑
韻
流
俗
不
能
別
茲
両
形
而
有
謬
用
揣
而
揣
初
委
切
此
乃
揣
量
之
字
也
︵
巻
第

・
十

ウ
）
05
　
陵　
慧
菀
云
侵
也
慢
也
︵


ウ
）
06
　
蔑　
慧
菀
云
正
作
又
作
已
上
︵


ウ
）
　
陵
蔑
他
人
 
　
蔑
莫
結
切
蒼
頡
篇
曰
陵
侵
也
玉
篇
曰
陵
慢
也
鄭
箋
詩
曰
蔑
軽
也
陵
字
説
文
単
作
夋
又
有
従
心
作
者
俗
通
用
也
︵
巻
第

・
七
ウ
）
07
　
猶　
慧
菀
云
猶
獣
名
也
其
形
似
麂善
登
木
性
多
疑
慮
常
止
山
中
急
聞
有
聲
恐
人
来
害
即
豫
上
樹
久
無
方
不
須
臾
又
上
如
是
非

故
時
謂
不
決
多
猜
疑
者
為
猶
豫
也
或
曰
隴
西
時
俗
呼
犬
子
為
猶
犬
随
人
行
喜
預
在
先
待
人
来
至
却
来
迎
候
因
謂
心
所
不
決
為
猶
預
也
已
上
︵


ウ
）
　
猶
豫
箭
 
　
爾
雅
曰
猶
獣
名
也
其
形
似
善
登
木
性
多
疑
慮
常
止
山
中
忽
聞
有
聲
恐
人
来
害
即
豫
上
樹
久
無
方
須
臾
又
上
如
此
非

故
時
謂
不
決
多
猜
慮
者
為
猶
豫
焉
或
曰
隴
西
時
俗
呼
犬
子
為
猶
犬
随
人
行
喜
豫
在
先
未
至
却
来
迎
候
因
謂
心
所
不
決
為
猶
豫
也
今
按
論
中
猶
豫
即
是
疑
煩
悩
攝
而
於
善
品
不
能
進
修
故
此
須
抜
者
也
︵
卷
第

・

ウ
）
08
　
扼　
慧
菀
云
軛
又
作
扼
已
々
︵


オ
）
右
に
示
し
た
の
は
、
粤
雅
堂
叢
書
第
十

集
所
収﹃
華
厳
経
音
義
﹄と
併
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
の
仕
方
に
は
、
全
同
の
も
の
、
要
点
を
抄
出
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
3、
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
﹁
新
花
厳
音
義
云
﹂と
し
て
、﹃
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
﹄の
引
用
が

条
見
え
る
。
機　
︵
略
）新
花
厳
音
義
云
機
関
和
加
川
利　
︵
八
ウ
）
﹃
新
譯
華
厳
経
音
義
私
記
﹄︵
小
川
廣
己
蔵
）に﹁
機
関
舩
和
可
川
利
﹂︵
下
巻
）と
み
え
る
。
﹁
加
﹂﹁
可
﹂の
文
字
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
和
訓
は
符
合
す
る
。
従
っ
て
、
小
川
本
以
外
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。
4、
法
花
疏
記
﹃
法
花
疏
記
﹄に
つ
い
て
は
、﹁
切
﹂字
に
つ
い
て
の
次
の

条
が
見
ら
れ
る
。
法
花
疏
記
第
七
云
切
字
七
計
七
結

反
普
通
訓
衆
也
︵

オ
）
こ
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
唐
の
湛
然
の
撰
述
に
な
る﹃
法
華
文
句
記
﹄︵
大
正
新
修
大
蔵
経


）に
、
今
言
不

者
始
終

也
。
其
性
等
者
。
廣
博
之

故
名
為
切
。
切
字
七
計
切
七結切
並
通
。
訓
衆
也
。
其
顕
不

是

家
之
切
。
名

切
智
。︵
巻
第
七
下
）
と
見
え
る
。
因
み
に
、﹃
法
花
疏
記
﹄の
引
用
に
続
い
て
、﹁
文
句
云
﹂と
し
て
、
文
句
云
非

故
名

廣
博
故
名
為
切
︵

オ
）
と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
も﹃
法
華
文
句
記
﹄か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
4、
倶
舎
頌
疏
義
鈔
﹃
倶
舎
頌
疏
義
鈔
﹄か
ら
の
引
用
と
し
て
、
次
の

條
が
見
え
る
。。
﹁
倶
舎
頌
疏
義
鈔
第
十

云
﹂と
し
て
、﹁
洋　
苾
蒭
名
﹂に
対
し
て
、
次
の
引
用
が
見
え
る
。
倶
舎
頌
疏
義
鈔
第
十

云
恵
暉
述
梵
云
苾
蒭
此
云
乞
土
等

舊
云
比
丘
訛
也
是
西
國
草
名
具

義

徳

義
者

此
草
未
生
諸
草
竟
生
呪
佛
未
出
世
外
道
皆
興

此
草
生
巳
諸
草
皆
滅
呪
出
世
外
道
投
佛
出
世

此
草
生［
已
］掩
諸
氣
呪
佛
佛
所
止生
至
之
處
正
諸
悪
事

此
草
木
被
旋
嵐
猛
風
頎
動
呪
佛
八
風
不
動
八
風
頎
曰
利
□
毀
譽
稱
譏
苦
楽

此
草
不
被
麁
垢
染
汙
呪
佛
破
戒
垢
不
然
染
汙

徳
者
此
草
香
氣
遠
騰

引
蔓
傍
布
鉤
鏁
相
連

此
草
向
日
頎

此
草
如
来
涅
槃
悉
変
白
苾
蒭
具
前

義

徳
取
草
名
也
︵

八
ウ
）
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
右
文
は
京
大
転
写
本
に
因
る
も
の
で
あ
る
。﹁
草
生［
已
］﹂の［　
］の
部
分
は
、
破
損
の
為
不
明
で
あ
る
が
、
高
野
山
大
本
に
因
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。﹁
佛
佛
所
生
至
﹂の﹁
生
﹂字
に
ミ
セ
ケ
チ
が
見
え
る
。
因
み
に
、
高
野
山
大
本
に
は﹁
生
﹂字
は
な
い
。﹁
不
然
染
汙
﹂の﹁
然
﹂字
を
高
野
山
大
本
は﹁
能
﹂字
。﹁
如
来
涅
槃
﹂は
高
野
山
大
本
に
は﹁
如
来
之
涅
槃
﹂と
あ
る
。
因
み
に
、﹃
倶
舎
頌
疏
義
鈔
﹄は
、
唐
の
慧
撰
述
に
な
る
も
の
で
、
円
輝
の
著
し
た﹃
倶
舎
論
頌
疏
﹄の
末
書
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
5、
大
般
若
経
音
訓
﹁
己
﹂﹁
已
﹂字︵


オ
）の
条
の
説
明
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
真
興
僧
都
云
依
玉
篇
者
コ
ハ
別
字
也
イ
シ
ハ
同
字
也
依
唐
韻
者
イ
コ
シ
別
字
也
云々
在
大
般
若
音
訓
私
云
若
云

字
悉
別
者
已
イ
己
コ
巳
シ
如
是
可
作
欤
普
勘
唐
書
之
ハ
作
己
而
今
世
己コ
ノ字
作
已
未
詳
小
島
僧
都
真
興
撰﹃
大
般
若
経
音
訓
﹄︵

巻
）は
、﹁
大
慧
度
経
音
訓

巻
興
福
寺
真
興
撰
﹂︵﹁
東
域
伝
燈
目
録
﹂）や﹁
大
般
若
音
訓

巻
興
福
寺
真
興
述
﹂︵﹁
増
補
諸
宗
章
疏
録
巻

）に
因
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
存
佚
は
不
明
で
あ
る
。
本
音
義
で
は
、﹁
己
﹂﹁
已
﹂﹁
巳
﹂の

字
の
別
に
つ
い
て
、﹁
大
般
若
音
訓
私
云
﹂
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
築
島
裕
博
士
は﹁
真
興
撰
大
般
若
経
音
訓
に
つ
い
て
﹂︵﹃
長
澤
先生
古
稀
記
念
圖
書
學
論
集
﹄）に
お
い
て
、
真
興
の﹁
大
般
若
経
音
訓
﹂又
は﹁
大
般
若
経
音
義
﹂の
逸
文
を
類
聚
さ
れ
て
い
る
。
本
音
義
に
は﹁
大
般
若
音
訓
私
云
﹂以
外
に﹁
真
興
僧
都
云
﹂と
も
あ
る
。
逸
文
そ
の
も
も
の
引
用
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
り
、﹁
○
○
云
﹂を
併
記
す
る
本
音
義
の
説
明
意
図
も
不
明
で
あ
る
。
築
島
裕
博
士
が
前
掲
論
文
の
な
か
で
、﹁
真
興
大
般
若
経
音
訓
﹂に﹁
漢
字
音
注
﹂﹁
片
仮
名
音
注
﹂の
系
列
の
存
在
を
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
別
々
の
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
7、
倭
名
類
聚
抄
﹁
順
云
﹂﹁
順
和
名
云
﹂と
し
て
、﹃
倭
名
類
聚
抄
﹄の
引
用
が

条
見
ら
れ
る
。
①　
錔
　
順
云
錔
　
オ
ヨ
ヒ
ヌ
キ︵

八
オ
）
②　
蝘蜒　
順
云
蝘蜒
ト
カ
ケ
　
　
︵

八
ウ
）
③　
　
順
云
在
指
上
者
曰
鐶
在
臂
上
曰
釧︵

七
オ
）
④　
麨　
順
和
名
大
豆
麨
マ
メ
ツ
キ
　
　
　
︵

九
ウ
）
元
和
古
活
字
那
波
道
円
本﹃
倭
名
類
聚
抄
﹄に
は
、﹁
錔﹂字
に﹁
於
與
比
乃
沼
岐
﹂、﹁
蝘蜒
﹂に﹁
止
加
介
﹂、﹁
大
豆
麨
﹂に﹁
末
女
豆
木
﹂と
あ
り
、﹁
釧
﹂字
に﹁
在
指
上
者
名
之
曰
鐶
在
臂
上
者
名
之
為
釧
﹂と
見
え
る
。
な
お
、﹁
釧
﹂字
に﹁
ヒ
チ
マ
キ
﹂、﹁
鐶
﹂字
に﹁
ユ
ヒ
マ
キ
﹂の
仮
名
注
も
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、﹁
釧
﹂字
に
は﹁
比
知
萬
岐
﹂、﹁
鐶
﹂字
に
は﹁
由
比
萬
岐
﹂と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
和
訓
は
、

例
と
も
片
仮
名
表
記
で
あ
り
、
い
か
な
る
本
に
因
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
8、
麟
記
﹁
麟
記
云
﹂と
す
る
引
用
が

条
見
ら
れ
る
。
壁
　
麟
記
云
壁
宮
云
々
壁
宮
者
守
ヰ
モ
リ
宮
也　
︵

八
ウ
）
当
該
例
は
、
高
野
山
大
本
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
壁
　
麟
記
云
壁
宮
云
々
壁
宮
者
守
ヰ
モ
リ　
︵


ウ
）
な
お
、
金
沢
文
庫
本
に
も
、﹁
踰
健
達
﹂の
説
明
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
踰
健
達　
麟
記
云
有

道
云
更
勘
隴
力
踵
反　
︵

ウ
）
書
名
の﹃
麟
記
﹄は
、
唐
の
遁
麟
の
撰
述
に
な
る﹃
倶
舎
論
頌
疏
記
﹄に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
9、
玉
篇
﹁
玉
云
﹂に
よ
る﹃
玉
篇
﹄か
ら
の
引
用
が

〇
余
条
見
ら
れ
る
。
①
袪　
玉
云
也︵

オ
） 
︻
袪　
也
︼
②
翫　
玉
云
午
乱
反
習
也
衆
也︵

オ
） 
︻
翫　
午
乱
反
切
習
也
貧
悦
也
︼
③
域　
居
也
封
也
玉
云
為
逼
反︵

ウ
） 
︻
域　
為
逼
切
居
也
封
也
︼
④
諮　
玉
云
問
也︵
八
オ
） 
︻
諮　
子
詞
切
問
也
謀
也
︼
⑤
機　
玉
云
弩
牙
也︵
八
ウ
） 
︻
機　
居
衣
切
弩
平
又
樞
機
機
権
︼
⑥
褐　
玉
云
袍
也
馬
被
祖
衣︵
十
ウ
） 
︻
褐　
何
葛
切
袍
也
馬
被
祖
衣
也
︼
⑦
縷　
玉
云
貧
无
衣
醜
也︵
十

ウ
） 
︻
縷　
力
主
切
貧
无
衣
醜
也
︼
⑧
押　
玉
云
古
狎
反
輔
也
檢
也︵
十

ウ
） 
︻
押　
古
狎
切
檢
也
︼
⑨
蚩　
玉
云
笑
也︵
十

ウ
） 
︻
蚩　
尺
之
切︵
略
）笑
也︵
略
）︼
⑩
鵂　
子
次
反
鳥
青
黄
色
即
鵂
鶹︵
十

オ
） ︻
鵂　
子
次
切
鳥
青
黄
色
即
鵂
鶹︼
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
﹁
玉
云
﹂注
記
の
有
る
も
の
を
十
例
抄
出
し
、﹃
大
廣
益
会
玉
篇
﹄の
記
述
を
併
記
し
た
。
因
み
に
、﹃
玉
篇
﹄は
、﹃
大
廣
益
会
玉
篇
﹄か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
以
下
に
は
、﹁
玉
云
﹂引
用
注
記
の
あ
る
掲
出
字
の
み
を
抄
出
す
る
。
﹁
便
﹂︵
十

オ
）・﹁
利
﹂︵
十

ウ
）・﹁
援
﹂︵


ウ
）・﹁
樺
﹂︵

七
ウ
）・﹁
遏
﹂
︵


オ
）・﹁
歐
﹂︵


ウ
）・﹁
數
﹂︵


ウ
）・﹁
己
﹂︵


オ
）・﹁
已
﹂︵


オ
）・﹁
鹹
﹂︵


オ
）・﹁
鹵
﹂︵


オ
）・﹁
﹂︵

七
オ
）・﹁
注
﹂︵

七
オ
）・
﹁
卒
﹂︵

七
ウ
）・﹁
圖
﹂︵

八
オ
）・﹁
采
﹂︵

八
ウ
）・﹁
﹂︵

九
オ
）・﹁
糗
﹂
︵

九
ウ
）・﹁
捍
﹂︵

十
オ
）・﹁
﹂︵

十
オ
）・﹁
陵
﹂︵


ウ
）・﹁
醉
﹂︵


オ
）・﹁
費
﹂︵


ウ
）・﹁
賓
﹂︵


オ
）・﹁
堰
﹂︵


オ
）・﹁
廛
﹂︵


オ
）・
﹁
毬
﹂︵


ウ
）・﹁
寇
﹂︵

九
オ
）・﹁
鴉
﹂︵


ウ
）・﹁
欻
﹂︵


オ
）・﹁
稈
﹂
︵


ウ
）・﹁
咄
﹂︵


オ
）・﹁
瀑
﹂︵


ウ
）・﹁
驢
﹂︵


ウ
）・﹁
鋸
﹂︵

八
オ
）・﹁
忙
﹂︵

十
オ
）・﹁
諷
﹂︵


オ
）・﹁
盧
﹂︵


ウ
）・﹁
猥
﹂︵


オ
）
10
　
玉
篇
抄
﹁
玉
扁
抄
云
﹂﹁
玉
抄
云
﹂と
す
る﹃
玉
篇
抄
﹄か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
も
の
が

条
見
ら
れ
る
。
銷　
玉
扁
抄
云
減
而
不
進
則
銷
散
也
鑠
金
也
已
上　
︵


オ
）
拼　
玉
扁
抄
云
使
也
従
也
也
字
提
也
授
引
也
已
上　
︵

七
ウ
）
猥　
玉
抄
云
能
咲
聲
也
衆
也︵


オ
）
因
み
に
、﹁
拼
﹂﹁
猥
﹂字
に
つ
い
て
は
、﹁
玉
云
﹂と
す
る﹃
大
公
益
会
玉
扁
﹄の
引
用
も
見
ら
れ
る
。
吉
田
金
彦
氏
は
、
前
掲
論
文
の
中
で﹁
原
本
玉
篇
の
抄
録
本
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
国
見
在
書
目
録︵
八
九
〇
前
後
頃
成
立
）に﹃
玉
篇
卅

巻
陳
左
将
軍
顧
野
王
撰
同
抄
十

巻
﹄と
あ
る
か
ら
勿
論
大
廣
益
會
本
の
系
統
で
は
な
い
。﹂と
あ
る
。
な
お﹃
玉
篇
の
研
究
﹄︵
岡
井
慎
吾
）に
も
何
ら
明
ら
か
で
な
い
と
あ
る
。
11
　
字
林
京
大
転
写
本︵
上
巻
）に
は
見
え
な
い
が
、
高
野
山
大
学
本
・
金
沢
文
庫
本
に
は
、
獣　
︵
略
）字
林
云
両
足
曰
禽　

足
曰
獣　
︵
高
野
山
大
本
・

九
ウ
）
獣　
︵
略
）字
林
云
両
足
曰
禽　

足
曰
獣　
︵
金
沢
文
庫
本
・

十
オ
）
と
見
え
る
。
当
該
例
に
つ
い
て
は
、﹃
不
動
死
者
陀
羅
尼
秘
密
法
﹄
巻︵﹁
続

切
経
音
義
﹂第

）の﹁
悪
獣
﹂の
項
に
、
悪
獣　
︵
略
）國
語
云
獣

為
群　
字
林
云
両
足
曰
禽

足
曰
獣　
説
文
従
犬
聲
音︵
略
）
と
見
え
る
。
希
麟
撰﹃

切
経
音
義
﹄か
ら
の
引
用
で
直
接
の
出
典
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
12
　
慧
運
僧
都
﹁
慧
運
僧
都
云
﹂と
し
て
、
次
の

条
が
見
え
る
。
鴿　
︵
略
）慧
運
僧
都
云
本
朝
无
之
云
々
︵


ウ
）
と
あ
る
の
み
で
、
引
用
書
名
等
詳
細
は
不
明
。
因
み
に
、
慧
運︵



八
～



九
）は
、
東
大
寺
の
泰
基
中
継
の

師
に
つ
い
て
戒
を
受
け
法
相
を
学
び
、
東
寺
の
實
慧
に
灌
頂
を
受
け
た
人
物
で
、
後
世
入
唐
八
家
の

人
と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
著
作
に﹃
菩
提
心
戒
儀
﹄︵

巻
）、﹃
金
剛
界
要
記
﹄︵

巻
）、﹃
進
官
請
求
録
﹄︵

巻
）等
が
あ
る
。
出
典
等
の
詳
細
は
未
詳
。
3
本
音
義
の
漢
文
に
よ
る
音
注
・
釈
義
の
た
め
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
は
、
先
の
拙
稿
﹁
倶
舎
論
音
義
の
引
用
書
に
つ
い
て︵

）﹂と
併
せ
て
、
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
。
示
さ
れ
て
い
る
典
籍
名
の
多
く
が
、
玄
応
撰﹃

切
経
音
義
﹄・﹃
廣
韻
﹄か
ら
の
引
用
ー
い
わ
ゆ
る﹁
孫
引
き
﹂
ー
で
あ
り
、
引
用
の
仕
方
も
、
全
文
引
用
・
要
点
の
略
述
と
か
な
り
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
た
だ
、﹃
小
切
韻
﹄の
逸
文
が
多
く
存
す
る
点
は
、
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
本
音
義
の
有
用
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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七
On the Books Quoted in‘Gusharon・Ongi’（2）
Ongi  used  to  read  Buddhist-scriptures  mostly  consists  of  Onchu・Wakun  in  kana  and  also  of  On-
chu・Shakugi  in  Chinese.
Onchu・Shakugi  in  Chinese  are  generally  quoted  from  the  previous  editions  of  books  before  them.
The  thesis  this  time  is  the  sequel  of  “On  the  Books  Quoted  in  ‘Gusharon・Ongi’（-）”,  in  wllich  I 
wrote  on  ‘Issaikyo・Ongi’  by  Priest  Gennou  and  on  ‘Kouin’.
It  is  the  report  on  the  affairs  of  the  quotation  fron  twelve  books,  such  as  ‘Shosetsuin’,  ‘Kegonky-
ou・Ongi’,  ‘Hokkesoki’,  ‘Wamyoruijusho’,  ‘Gyokuhen’,  ‘shinyakukegonkyoongisiki’,  etc.
Many  of  those  twelve  books  contain  passages  that  are  quoted  from‘lssaikyo’by  Gennou  and  from
「Kouin」  ― so-called  second  hand  quotation ―  and  this  way  of  quotation  is  ﬂexible;  both  the  whole 
sentence  quotations  and  the  abridged  quotations  share  this  quality.
One  noteworthy  point  is  that  in  this  thesis  there  are  many  passages  from  ‘shosetuin’.
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